
港 に は 多 く の ヨ ッ ト が 停 泊 し 「 シ テ ィ ・

オ ブ ・ セ イ ル ズ 」 と 呼 ば れ る 街 を 象 徴

す る 風 景 が 広 が る 。 港 の 西 側 に あ る

ウ ィ ン ヤ ー ド ・ ク オ ー タ ー は 、 レ ス ト

ラ ン や バ ー が 並 ぶ 人 気 ス ポ ッ ト 。

ダ ウ ン タ ウ ン 中 心 部 の 南 に 位 置 す る ポ

ン ソ ン ビ ー は 、 洗 練 さ れ た レ ス ト ラ ン

や カ フ ェ が 軒 を 連 ね る オ ー ク ラ ン ド

き っ て の お し ゃ れ ス ト リ ー ト 。 市 内 を

循 環 す る イ ン ナ ー ・ リ ン ク と い う バ ス

で 簡 単 に ア ク セ ス で き る 。

北 島 観 光 の 拠 点 と な る 街
オ ー ク ラ ン ド を 歩 く

洗 練 さ れ た 町 と 、 目 を 見 張 る ほ ど の 大 自 然 が 隣 接 す る

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 。 南 半 球 に あ り 日 本 と は 季 節 が 逆 の た め 、

1 2 ～ 2 月 が 夏 。 ベ ス ト シ ー ズ ン の ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド は 、

絶 景 の 宝 庫 だ 。

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 最 大 の 都 市 で あ り 日 本 か ら の 直 行 便 も 発 着 す る

オ ー ク ラ ン ド 。 海 に 面 し た 港 湾 地 区 を の ん び り と 散 歩 し て み よ う 。

港 か ら フ ェ リ ー に 乗 っ て 、 対 岸 の デ ボ

ン ポ ー ト へ と 渡 る 。 近 代 的 な ダ ウ ン タ

ウ ン と 比 べ る と の ん び り と し た 雰 囲 気

で 、 歴 史 的 な 建 物 や 博 物 館 に 立 ち 寄 り

な が ら の 散 策 を 楽 し め る 。

デ ボ ン ポ ー ト の フ ェ リ ー 埠 頭 か ら 真 っ す ぐ 歩

き 、 マ ウ ン ト ・ ビ ク ト リ ア へ の ウ オ ー キ ン グ

コ ー ス へ 。 約 1 5 分 で 登 る こ と が で き る 山 頂

か ら は 、 す ば ら し い 風 景 が 望 め る 。

ダ ウ ン タ ウ ン へ 戻 り 、 目 抜 き 通 り で あ る ク

イ ー ン ・ ス ト リ ー ト を ぶ ら ぶ ら 。 道 の 両 側 に ハ

イ ブ ラ ン ド の シ ョ ッ プ や モ ー ル が 並 ぶ シ ョ ッ

ピ ン グ ス ト リ ー ト で 、 お み や げ 探 し に も 最 適 。

港 湾 地 区 、 ウ ィ ン ヤ ー ド ・

ク オ ー タ ー を ぶ ら ぶ ら フ ェ リ ー で 対 岸 の デ ボ ン ポ ー ト へ
1 0: 0 0

ス カ イ ・ タ ワ ー か ら

市 内 を 一 望 ！
1 5: 0 0

1 1: 0 0

1 2: 0 0

1 4: 0 0

ダ ウ ン タ ウ ン の 中 心 に 立 つ 、 地 上

3 2 8  m  の ラ ン ド マ ー ク  。 3  つ の 展

望 台 が あ り 、 高 さ 1 8 6 m の メ イ ン

展 望 台 か ら は ダ ウ ン タ ウ ン を 一 望 。

ス リ ル 満 点 の ガ ラ ス フ ロ ア も あ る 。

マ ウ ン ト ・ ビ ク ト リ ア で

お 手 軽 ハ イ キ ン グ

オ ー ク ラ ン ド の

メ イ ン ス ト リ ー ト で

ウ イ ン ド ー シ ョ ッ ピ ン グ

メ  イ  ン  ス  ト  リ  ー  ト  の  ビ  ク  ト  リ  ア ・ ロ  ー  ド

可  動  橋 を 渡 っ た 先 に 広 が る

近 代 的 な 建 物 が 並 ぶ オ ー ク ラ ン ド の ダ ウ ン タ ウ ン

港  の  一  角  に  あ  る  フ  ィ  ッ  シ  ュ ・ マ  ー

ケ  ッ  ト  。 新  鮮  な  魚  介  が  並  び  、 シ  ー

フ ー ド レ ス ト ラ ン も あ る

フ ェ リ ー  の  乗  船  時  間  は  約 1 2  分  。

つ か  の  間  の  ク ル  ー ズ  気  分 を  楽 し ん で

タ ワ ー 内 に は ホ テ ル や

展  望 レ ス ト ラ ン も 入 っ て い  る

ス  カ  イ ・ タ  ワ  ー  展  望  台  か  ら  の  眺  め

デ ボ ン ポ ー ト か ら ダ ウ ン タ ウ ン ま

で  一 望 で き る

人 気 は ジ ャ ガ イ モ で  作 る ス イ ス 料

理 の ロ ス テ ィ

あ ら ゆ る 店  が  揃 う メ イ ン ス ト リ ー ト

雰  囲  気  の よ い カ フ ェ が  た く さ ん  あ り 「  カ フ ェ  激  戦

区 」 と し て も 知 ら れ る

斬  新  な  ス イ ー ツ が  揃 う カ フ ェ  、 フ ォ ッ ク ス ト ロ ッ

ト ・ パ  ー  ラ  ー

約 1 k  m  に  わ  た っ て  続 く 最

旬 ス ト リ ー ト

街 に は カ フ ェ が 点 在 。 デ ボ ン ポ ー

ト の 人 気 店 が 、 デ ボ ン ポ ー ト ・ ス

ト ー ン ・ オ ー ブ ン ・ ベ ー カ リ ー 。 テ

イ ク ア ウ ト で 利 用 す る 人 も 多 い 。

ス  カ  イ ・ タ  ワ  ー  で  は  、 高  さ 1 9 2  m  か  ら

飛 び  降 り る 絶  叫 ア ク テ ィ ビ

テ ィ の ス  カ  イ ジ ャ ン プ  を

開 催 。 都 会 の ビ ル 群 に

向  か  っ て  飛  び  降  り る  体

験  が で き る の は 世 界

で も 珍 し い 。

知 ら れ ざ る 北 島 の 絶 景 を 回 る 旅

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド
N e w Z e a l a n d

ジ ェ ネ ラ ル イ ン フ ォ i n ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

時 差 ： 日 本 よ り 東 に 位 置 し て い る た め 、3 時 間 早 い 。 サ マ ー タ イ ム 実

施 期 間 （ 9 月 最 終 日 曜 か ら 4 月 第 1 日 曜 ） は 4 時 間 。

ビ ザ ： 観 光 を 目 的 と し た 滞 在 の 場 合 、3 ヵ 月 以 内 な ら 不 要 。

通 貨 ： ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド ド ル( 2 0 2 3 年 1 2 月 現 在 $ 1 = 8 9. 3 0 円)

物 価 ： 日 本 と 比 べ て も 物 価 は 高 い 。 都 市 部 で は 外 食 、 宿 泊 と も に 高 く

つ く 。

ベ ス ト シ ー ズ ン ： 南 半 球 に あ る た め 日 本 と は

季 節 が 逆 。 南 島 に 比 べ る と や や 温 暖 で 、 山 岳 部

を 除 け ば 雪 が 降 る こ と も あ ま り な い 。 ベ ス ト

シ ー ズ ン は 夏 の 1 2 ～ 2 月 頃 。

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド の ユ ー ス ホ ス テ ル 情 報 ：

w w w. y h a. c o. n z /

詳 細 は 「 地 球 の 歩 き 方 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 」 へ ⇒

お  し  ゃ  れ  カ  フ ェ で  休  憩 ！

絶 叫 ア ト ラ ク シ ョ ン に
チ  ャ レ ン  ジ ！

中 心 部 か ら ひ と 足 延 ば し て

オ ー ク ラ ン ド の 最 旬 ス ポ ッ ト へ

北 島

南 島

1 2 1 3



オ ー ク ラ ン ド か ら 郊 外 へ ！

北 島 の 絶 景 ス ポ ッ ト 巡 り

オ ー ク ラ ン ド か ら 足 を 延 ば し て 、 北 島 の 絶 景 ス ポ ッ ト を 訪 れ よ う 。

森 に 海 、 洞 窟 に 温 泉 な ど 楽 し み は さ ま ざ ま 。

北 島 北 部 の ノ ー ス ラ ン ド の 西 海

岸 に 広 が る カ ウ リ ・ コ ー ス ト 。 北

島 固 有 の 木 で あ る カ ウ リ の 森 林

保 護 区 が 大 部 分 を 占 め る 自 然 の

宝 庫 だ 。 樹 齢 2 0 0 0 年 を 超 え る 貴

重 な カ ウ リ が 残 っ て い る 。

公 共 の 交 通 機 関 は な く 、 オ ー ク ラ ン ド か ら

の ツ ア ー ま た は レ ン タ カ ー を 利 用 す る 。

A C C E S S

オ ー ク ラ ン ド の 東 、 湾 を 挟 ん だ

対 岸 に 突 き 出 る 半 島 。 半 島 の 西

部 は 緑 深 い 山 岳 地 帯 で 、 東 に は

入 り 組 ん だ 海 岸 線 が 続 く 。 拠 点

は コ ロ マ ン デ ル ・ タ ウ ン （ 西 海 岸 ）

や ハ ー ヘ イ （ 東 海 岸 ） な ど 。

オ ー ク ラ ン ド か ら は 長 距 離 バ ス が 運 行 し て

い る 。 バ ス は 半 島 内 の 主 要 な 町 に 停 車 す る 。

オ ー ク ラ ン ド か ら ハ ー ヘ イ ま で は 所 要 4 時

間 ～ 。

A C C E S S

オ ー ク ラ ン ド の 南 に あ る 小 さ な

町 で 、 名 物 は ツ チ ボ タ ル の 生 息

す る 洞 窟 。 最 も 多 く の 観 光 客 が

集 ま る ワ イ ト モ 洞 窟 の ほ か ア ラ

ヌ イ 、 ル ア ク リ 、 フ ッ ト ホ イ ッ

ス ル な ど い く つ か の 洞 窟 が あ る 。

オ ー ク ラ ン ド か ら 長 距 離 バ ス が 運 行 し て い

る 。 所 要 時 間 は 約 3 時 間 4 0 分 。 少 し 急 ぎ 足

に は な る が 日 帰 り も 可 能 。

A C C E S S

ロ ト ル ア 湖 の 南 湖 畔 に 広 が る 、

北 島 最 大 の 観 光 地 。 ロ ト ル ア か

ら タ ウ ポ に か け て の 一 帯 は 、 世

界 で も 珍 し い 大 地 熱 地 帯 。 温 泉

地 と し て も 知 ら れ 、 町 に は 温 泉

を 楽 し め る ス パ リ ゾ ー ト も 多 い 。

オ ー ク ラ ン ド か ら は 飛 行 機 や 長 距 離 バ ス で

ア ク セ ス で き る 。 飛 行 機 の 場 合 は 所 要 約

4 0 分 、 バ ス は 1 日 4 ～ 5 便 運 行 し て お り 、

所 要 4 時 間 ～ 7 時 間 3 0 分 。

A C C E S S

タ ウ ポ 湖 の 北 東 湖 畔 に 開 け た 町 。

湖 の ク ル ー ズ 船 が 出 る ほ か 、 ロ

ト ル ア と 並 ぶ 温 泉 リ ゾ ー ト と し

て も 親 し ま れ て い る 。 北 に は ワ

イ ラ ケ イ ・ ツ ー リ ス ト ・ パ ー ク と

い う 自 然 観 光 ス ポ ッ ト が あ る 。

オ ー ク ラ ン ド か ら は 飛 行 機 や 長 距 離 バ ス で

ア ク セ ス で き る 。 飛 行 機 の 場 合 は 所 要 約

5 0 分 、 バ ス は 1 日 3 便 運 行 し て お り 、 所 要

約 5 時 間 。

A C C E S S

オ ー ク ラ ン ド か ら ロ ト ル ア 経 由

で 1 6 5 k m の 場 所 に あ る 小 さ な

村 。 こ こ の 農 場 に ホ ビ ッ ト 村 が

あ る 。 見 学 は ガ イ ド 付 き ツ ア ー

で の み 可 能 で 、 ツ ア ー は オ ー ク

ラ ン ド や ロ ト ル ア か ら 出 発 す る 。

オ ー ク ラ ン ド や ロ ト ル ア か ら 各 社 が 日 帰 り

の ツ ア ー を 催 行 。 個 人 で 行 く 場 合 は マ タ マ

タ の 観 光 案 内 所 な ど で 申 し 込 め る 。

A C C E S S

拠 点 は フ ァ カ パ パ ・ ビ レ ッ ジ や 、 オ ー ク ラ

ン ド か ら の バ ス や 鉄 道 が 発 着 す る ナ シ ョ ナ

ル ・ パ ー ク 駅 な ど 。 夏 に は 園 内 を 回 る バ ス

が 出 る 。

A C C E S S

オ ー ク ラ ン ド か ら は 飛 行 機 や 長 距 離 バ ス で

ア ク セ ス で き る 。 飛 行 機 の 場 合 は 所 要 約 1

時 間 、 バ ス は 1 日 2 便 運 行 し て お り 、 所 要 7

時 間 3 0 分 ～ 8 時 間 2 0 分 。

A C C E S S

カ ウ リ ・ コ ー ス ト 内 に 点 在 す る カ ウ リ の 森 を 歩 け る ス ポ ッ

ト の ひ と つ 。 最 大 の 見 ど こ ろ は 、 総 樹 高 5 1. 2 m の 国 内 最

大 の カ ウ リ 、 タ ネ ・ マ フ タ 。 幹 周 り は 1 3. 7 7 m も あ る 。

ワ  イ  ポ  ウ  ア ・ フ  ォ  レ  ス  トA

町 の 外 れ に あ る 文 化 セ ン タ ー で 、 広 大 な 敷 地 内 に さ ま ざ ま な 施 設

が 点 在 。 ハ イ ラ イ ト は 、 一 度 に 吹 き 出 す 湯 量 が 世 界 一 と い う ポ フ

ツ 間 欠 泉 。 ほ か に も 国 鳥 キ ー ウ ィ の 保 護 セ ン タ ー な ど も あ る 。

テ ・ プ  イ  アD

ハ ー ヘ イ の 町 の 北 に 広 が る 海 岸 線 に は 、 波 の 浸 食 で で き た 断

崖 が 続 く 独 特 の 地 形 が 見 ら れ る 。 エ メ ラ ル ド グ リ ー ン の カ セ

ド ラ ル ・ ビ ー チ に あ る ト ン ネ ル 状 の 奇 岩 が カ セ ド ラ ル ・ コ ー ブ 。

カ セ ド ラ ル ・ コ ー ブB

天 井 を ツ チ ボ タ ル の 光 が 覆 い 尽 く す 幻 想 的 な 風 景 が 見 ら れ る 。

地 元 ガ イ ド の 案 内 で 洞 窟 内 を 歩 き 、 途 中 か ら は ボ ー ト に 乗 っ

て 見 学 す る 。 な お ツ チ ボ タ ル は 英 語 で 「 グ ロ ウ ワ ー ム 」 と 呼 ば

れ る 発 光 性 の 虫 。

ワ イ ト モ  洞  窟C

約 6 1 6 k m 2 の 面 積 を 誇 る 、 国 内 最 大 の 湖 。

火 山 の 噴 火 に よ り 誕 生 し た 湖 で 、 マ オ リ の

伝 説 で は ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド の 心 臓 と さ れ て

い る 。 湖 を め ぐ る ク ル ー ズ 船 が 人 気 。

タ ウ ポ 湖E

火 山 活 動 が 活 発 で 、 森 林 は な く ク レ ー タ ー や

火 山 湖 な ど が 点 在 す る ユ ニ ー ク な 景 観 と な っ

て い る 。 写 真 は 、 ト ン ガ リ ロ ・ ア ル パ イ ン ・ ク

ロ ッ シ ン グ か ら 見 ら れ る ブ ル ー ・ レ イ ク 。

ト ン ガ リ ロ  国  立  公  園G

「 ア ー ル デ コ の 首 都 」 と 呼 ば れ る ネ イ ピ ア 。 毎

年 2 月 に は 「 ア ー ル デ コ ・ ウ イ ー ク エ ン ド 」 が 開

催 さ れ 、 期 間 中 は 1 9 2 0 ～ 3 0 年 代 の フ ァ ッ シ ョ

ン に 身 を 包 ん だ 人 々 で あ ふ れ か え る 。

ネ イ ピ アH

映 画 『 ホ ビ ッ ト 』 や 『 ロ ー ド ・ オ  ブ ・ ザ ・ リ ン グ 』

で 、 ホ ビ ッ ト が 暮 ら す ホ ビ ッ ト 庄 （ シ ャ イ ア ）

と し て 登 場 。 撮 影 当 時 の ま ま に 残 さ れ て お り 、

ツ ア ー で 園 内 を 回 る こ と が で き る 。

ホ ビ ッ ト 庄F古 く か ら 先 住 民 族 の マ オ リ の 人 口 が

多 い ロ ト ル ア に は 、 マ オ リ の 伝 統 文

化 を 伝 え る 施 設 が 点 在 。 そ の ひ と つ

で あ る テ パ ト ゥ で は 、 迫 力 の マ オ リ

シ ョ ー や 伝 統 料 理 な ど が 楽 し め る 。

テ パ ト ゥD

カ  ウ  リ ・ コ  ー  ス  トA コ ロ マ ン デ ル 半 島B ワ イ ト モC ロ ト ル アD タ ウ ポE マ タ マ タF ト ン ガ リ ロ 国 立 公 園G ネ イ ピ アH
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オ ー ク ラ ン ド

Ⓒ ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 政 府 観 光 局

©i st o c k

3 つ の 火 山 か ら な る ユ ネ ス コ 複 合

遺 産 。 北 島 最 高 峰 の ル ア ペ フ （ 2 7

9 7 m ） 、 ト ン ガ リ ロ 、 ナ ウ ル ホ エ

な ど の 山 々 が そ び え る 。 縦 走 コ ー

ス の ア ル パ イ ン ・ ク ロ ッ シ ン グ は

人 気 の ト レ ッ キ ン グ ル ー ト 。

北 島 南 部 の 東 海 岸 に あ る 港 町 。

1 9 3 1 年 の 地 震 に よ り 町 が 壊 滅 。

そ の 後 、 当 時 流 行 し て い た ア ー ル

デ コ 様 式 の 建 物 が 次 々 と 建 設 さ れ

た 。 現 在 は 町 の 建 物 の 大 部 分 が

ア ー ル デ コ 様 式 に な っ て い る 。

1 4 1 5



こ ど も は お と な に 。

お と な は こ ど も に 、

な れ る 場 所 。

日 本 ユ ー ス ホ ス テ ル 協 会 は 日 本 国 内 に ユ ー ス ホ ス テ ル を 設 置 ・ 運 営 す る と

共 に 、 国 際 ユ ー ス ホ ス テ ル 連 盟 （ H o s t elli n g I n t e r n a ti o n al ） や 各 国 の ユ ー ス

ホ ス テ ル 協 会 と 協 調 し 、 知 見 を 広 め る 「 旅 」 を 促 進 す る 活 動 を 行 っ て い ま す 。

v ol. 3 6

C o v er I nt er vi e w

清 宮 レ イ ( 乃 木 坂 4 6)

思 い 立 っ た ら 、 す ぐ 旅 へ

H o st elli n g M a g a zi n e
×  地 球 の 歩 き 方

知 ら れ ざ る 北 島 の 絶 景 を 回 る 旅

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

お し え て ！ 旅 GI R L

H o st elli n g M a g a zi n e v ol. 3 6

ま と め て ダ ウ ン ロ ー ド

P L A t Z

松 鳥 む う の

晴 れ と き ど き 旅 び よ り

Y H- G UI D E  
ユ ー ス ホ ス テ ル ガ イ ド

中 国 ・ 四 国 / 

九 州 ・ 沖 縄 地 方

P. 0 2 P. 0 8

P. 1 2 P. 1 6

P. 1 7 P. 1 8

P. 2 0

※ 本 誌 の 情 報 は 2 0 2 4 年 2 月 1 0 日 現 在 の も の で す 。 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す の で 、 お 出 か け の 前 に 現 地 に お 確 か め く だ さ い 。

発 行 所 一 般 財 団 法 人 日 本 ユ ー ス ホ ス テ ル 協 会 　 編 集 ・ 発 行 人 寺 島 眞

T E L. （ 0 3 ）5 7 3 8- 0 5 4 6 　 〒 1 5 1- 0 0 5 2 東 京 都 渋 谷 区 代 々 木 神 園 町 3- 1 国 立 オ リ ン ピ ッ ク 記 念 青 少 年 総 合 セ ン タ ー 内

※ 本 誌 掲 載 記 事 の 無 断 転 載 を 禁 じ ま す 。

Y o ut h H o st el Pi c k u p

エ ナ ジ ッ ク 沖 縄 国 際
ユ ー ス ホ ス テ ル
迎 え る 人 と 訪 れ る 人 が

と も に つ く る あ た た か な 空 間
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